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店
で
開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
、
早
稲
田
大
学
で
、
展
示
の
た
め
に
全
学
的
な
組
織
と
し
て
「
展
示
小
委
員
会
」
（
委
員
長
•
奥
島
図
書
館
長
）
が
設
「
生
誕
一
五
0
年
記
念
大
隈
重
信
展
」
報
告
け
ら
れ
た
。
こ
の
事
務
局
は
、
図
書
館
内
に
置
か
れ
、
実
施
委
員
会
（
委
号
館
会
議
室
）
を
開
催
し
、
こ
れ
に
は
約
千
名
の
入
場
者
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
先
だ
ち
―
0
月
一
l
日
か
ら
二
＝
日
に
、
学
内
展
（
七
隈
重
信
ー
近
代
日
本
の
設
計
者
』
が
刊
行
頒
布
さ
れ
て
好
評
を
得
た
。
記
念
展
は
、
1
0月
二
l
ー
ニ
五
日
の
間
、
小
田
急
デ
バ
ー
ト
新
宿
本
観
者
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
記
念
出
版
の
『
生
誕
一
五
0
年
記
念
・
図
録
大
昭
和
六
三
年
が
、
学
園
の
創
設
者
で
あ
り
明
治
・
大
正
期
の
大
政
治
家
で
あ
っ
た
大
隈
重
信
の
生
誕
一
五
0
年
に
あ
た
る
の
に
ち
な
み
、
早
稲
田
大
学
は
幾
多
の
記
念
行
事
を
企
画
・
実
施
し
た
。
大
隈
銅
像
へ
の
献
花
（
三
月
―
一
日
）
、
当
時
の
竹
下
登
首
相
を
迎
え
て
お
こ
な
わ
れ
た
祝
賀
式
（
三
月
一
三
日
）
、
多
数
の
校
友
を
招
い
て
開
催
し
た
記
念
式
典
（
一
0
月
二
三
日
）
お
よ
び
記
念
展
・
記
念
出
版
で
あ
っ
た
。
展
覧
会
に
は
、
大
学
関
係
者
、
校
友
を
は
じ
め
と
し
て
約
六
千
人
の
来
と
と
し
、
一
年
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間
で
あ
っ
た
が
大
規
模
な
事
業
に
取
過
去
に
お
こ
な
わ
れ
た
生
誕
一
0
0年
と
―
二
五
年
の
記
念
展
を
基
盤
と
し
つ
つ
も
、
今
回
を
機
会
と
し
て
新
資
料
の
発
掘
に
努
め
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
集
大
成
し
て
資
料
集
『
図
録
』
を
刊
行
（
記
念
出
版
）
す
る
こ
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
。
(-) 
体
的
な
作
業
に
入
っ
た
の
が
六
二
年
―
一
月
で
あ
っ
た
。
員
長
・
松
下
真
也
整
理
一
課
長
ほ
か
九
名
。
の
ち
に
一
0
名
）
と
し
て
具
「
生
誕
一
五
0
年
記
念
大
隈
重
信
展
」
あ
ら
た
め
て
そ
の
偉
大
さ
を
痛
感
し
た
報
告
同
展
実
施
委
員
会
- 77 -
第
五
部
第
四
部
東
京
専
門
学
校
の
創
立
書
館
）
の
所
蔵
資
料
で
ま
か
な
っ
た
が
、
都
内
や
大
隈
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
佐
賀
、
長
崎
に
も
資
料
探
訪
を
お
こ
な
い
、
貴
重
な
も
の
を
加
え
る
こ
で
資
料
提
供
の
呼
び
か
け
を
し
た
と
こ
ろ
、
各
地
か
ら
も
情
報
が
寄
せ
ら
持
っ
て
い
る
と
い
う
人
か
ら
の
連
絡
が
数
件
あ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
大
隈
の
真
蹟
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
あ
る
一
点
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た。
第一―一部
明
治
新
政
府
に
お
け
る
大
隈
重
信
自
由
民
権
運
動
と
明
治
十
四
年
の
政
変
政
治
家
大
隈
重
信
の
軌
跡
第
二
部
第
一
部
郡
末
動
乱
と
志
士
群
像
の
よ
う
な
構
成
を
と
っ
た
。
」
れ
ら
の
資
料
を
用
い
て
、
大
隈
の
生
涯
を
再
現
す
る
こ
と
と
し
、
次
資
料
調
査
の
模
様
が
新
聞
に
も
取
り
あ
げ
ら
れ
、
大
隈
の
自
筆
資
料
を
れ
た
。
と
が
で
き
た
。
ま
た
校
友
会
の
機
関
誌
で
あ
る
『
早
稲
田
学
報
』
誌
上
等
出
陳
資
料
の
大
半
は
、
学
内
（
総
務
部
、
大
学
史
編
集
所
、
そ
し
て
図
（二）
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新
進
官
僚
時
代
（
第
二
部
）
に
は
、
い
わ
ゆ
る
築
地
梁
山
泊
時
代
を
は
で
あ
る
。
大
隈
の
唯
一
の
自
箪
漢
詩
「
村
岡
氏
送
別
詩
」
（
村
岡
忠
臣
氏
蔵
）
な
ど
物
、
草
創
期
か
ら
の
校
舎
の
写
真
の
数
々
、
そ
し
て
建
築
中
の
新
図
書
館
は
の
こ
っ
て
い
な
い
。
藩
製
造
蒸
気
車
雛
型
（
佐
賀
大
隈
記
念
館
蔵
）
、
母
―
―
―
井
子
作
の
頴
絲
育
実
地
写
真
之
図
」
、
鍋
島
閑
斐
肖
像
写
真
（
佐
賀
鍋
島
報
奴
会
蔵
）
、
佐
賀
扱
っ
た
。
三
宅
立
雄
氏
よ
り
借
用
し
た
南
極
土
産
の
ペ
ソ
ギ
ソ
の
剥
製
が
な
が
ら
、
大
隈
の
政
治
生
活
、
「
文
明
運
動
」
を
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
今
回
の
展
示
は
、
早
稲
田
大
学
（
東
京
専
門
学
校
）
を
一
方
の
柱
と
し
痕
の
残
る
遭
難
時
の
衣
服
、
第
二
次
内
閣
の
時
の
国
会
演
説
写
真
、
総
選
大
隈
重
信
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
早
稲
田
大
学
の
創
設
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
み
が
一
般
的
に
は
定
着
し
て
お
り
、
こ
れ
と
比
較
す
る
と
日
本
強
に
負
け
な
い
文
明
国
家
と
す
る
た
め
の
多
方
面
の
活
動
「
文
明
運
動
」
を
主
宰
し
た
と
い
う
面
が
そ
れ
程
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
大
隈
自
身
は
「
極
言
す
れ
ば
、
政
治
は
わ
が
生
命
で
あ
る
」
と
す
ら
語
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
据
え
、
関
連
資
料
を
蒐
集
し
出
陳
し
た
の
で
あ
る
。
主
な
出
陳
資
料
を
構
成
に
し
た
が
っ
て
記
し
て
お
こ
う
。
第
一
部
は
、
大
隈
の
少
年
、
青
年
時
代
の
日
本
、
特
に
佐
賀
藩
を
紹
介
し
た
。
「
桜
田
児
観
音
（
渋
谷
区
雲
照
寺
蔵
）
、
字
を
書
か
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
「
生
誕
一
五
0
年
記
念
大
隈
重
信
展
」
報
告
っ
た
。
対
華
二
十
一
箇
条
要
求
の
正
文
（
外
務
省
外
交
史
料
館
蔵
）
、
血
「
文
明
運
動
」
関
係
で
は
大
隈
の
代
表
著
書
『
開
国
五
十
年
史
』
、
「
大
日
本
文
明
協
会
」
の
刊
行
物
、
艇
応
義
塾
の
福
沢
諭
吉
や
同
志
社
の
新
島
人
目
を
惹
い
た
。
同
じ
も
の
が
大
隈
家
に
も
伝
え
ら
れ
た
の
だ
が
、
現
在
第
四
部
と
第
六
部
は
、
早
稲
田
大
学
に
関
す
る
資
料
を
陳
列
し
た
。
初
め
て
学
外
で
展
示
さ
れ
た
総
長
大
隈
が
着
用
し
て
い
た
緋
の
ガ
ウ
ン
の
実
扱
っ
た
第
五
部
は
近
代
史
の
専
門
家
に
と
っ
て
も
珍
し
い
も
の
が
多
数
あ
で
初
め
て
政
党
内
閣
を
組
織
し
た
政
治
家
で
あ
り
、
近
代
日
本
を
西
洋
列
第
六
部
早
稲
田
大
学
i
大
隈
の
追
産
さ
ん
で
、
大
隈
の
外
交
、
財
政
、
殖
産
興
業
で
の
実
績
を
示
す
資
料
（
一
号
金
貨
、
龍
紋
切
手
な
ど
）
を
展
示
し
た
。
明
治
―
四
年
政
変
の
引
金
と
な
っ
た
『
大
隈
参
議
国
会
開
設
奏
議
』
（
伊
藤
博
文
筆
写
本
）
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
を
中
心
と
し
、
大
隈
の
プ
レ
ー
ン
で
あ
っ
た
小
野
梓
や
福
沢
論
吉
の
書
簡
を
展
示
し
た
第
一
―
一部
、
そ
し
て
、
テ
ロ
で
隻
脚
を
失
う
こ
と
と
な
っ
た
条
約
交
渉
と
初
の
政
党
内
閣
を
現
出
す
る
な
ど
二
度
の
組
閣
を
挙
の
時
に
使
っ
た
演
説
の
レ
コ
ー
ド
な
ど
で
あ
る
。
襄
と
の
交
友
、
白
瀬
証
中
尉
の
南
極
探
検
の
後
援
会
長
に
関
す
る
資
料
を
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の
ト
ッ
プ
か
ら
は
、
炭
応
の
規
模
を
上
ま
わ
る
も
の
を
、
特
に
図
録
を
充
一
五
0
年
記
念
展
で
は
、
多
く
の
書
幅
が
会
場
の
壁
面
を
飾
っ
た
。
大
学
展
覧
会
の
趣
旨
と
内
容
は
、
以
上
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
普
通
、
個
人
の
（三）
（
佐
藤
能
丸
）
、
「
大
隈
品
展
と
大
隈
掘
い
」
（
木
村
時
夫
）
、
「
大
隈
さ
ん
く
く
っ
た
。
な
お
、
こ
の
展
覧
会
に
あ
わ
せ
て
二
ニ
日
ー
ニ
四
日
に
小
諧
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
「
早
稲
田
の
三
難
」
（
中
村
尚
美
）
、
「
大
隈
重
信
の
人
物
像
」
と
円
貨
」
（
間
宮
園
夫
）
と
い
う
テ
ー
マ
（
講
師
）
で
、
参
観
者
の
足
を
と
め
、
耳
を
傾
け
さ
せ
た
。
記
念
展
と
い
う
と
そ
の
人
の
書
い
た
も
の
や
作
品
、
特
に
書
蹟
・
書
簡
が
相
当
部
分
を
占
め
る
し
、
計
画
す
る
側
も
、
そ
う
し
た
資
料
を
集
め
る
こ
と
に
力
を
注
ぐ
の
で
あ
る
。
昭
和
五
九
年
に
催
さ
れ
た
福
沢
諭
吉
の
生
誕
実
さ
せ
る
よ
う
に
と
注
文
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
た
か
ら
、
字
を
書
い
た
も
の
を
全
く
と
い
っ
て
い
い
程
残
し
て
い
な
い
大
隈
で
そ
れ
は
難
し
い
と
頭
を
か
か
え
た
。
「
大
隈
文
書
」
を
列
べ
る
こ
と
で
、
学
問
的
な
内
容
に
沢
キ
ャ
ソ
パ
ス
（
人
間
科
学
部
）
と
現
在
の
早
稲
田
大
学
の
紹
介
で
締
め
建
設
現
場
か
ら
発
掘
さ
れ
た
土
器
と
百
周
年
記
念
事
業
で
設
置
さ
れ
た
所
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「
生
誕
一
五
0
年
記
念
大
隈
重
信
展
」
報
告
た
結
果
、
大
方
の
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
夏
休
み
返
上
の
ハ
ー
ド
全
資
料
は
四
二
四
点
に
絞
ら
れ
、
壁
面
へ
の
工
夫
が
な
さ
れ
る
な
ど
し
場
所
小
田
急
百
貨
店
新
宿
店
本
館
グ
ラ
ン
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
浮
ぴ
あ
が
ら
せ
た
。
時
1
午
後
六
時
一
―
1
0分
程
、
あ
る
部
分
は
同
じ
も
の
を
使
っ
た
錦
絵
の
利
用
な
ど
で
時
代
背
景
を
日
時
「
幕
末
•
明
治
の
メ
デ
ィ
ア
展
」
と
同
じ
で
は
な
い
か
と
冗
談
が
出
る
名
称
物
の
書
幅
な
ど
の
蒐
集
に
努
め
た
。
ま
た
こ
れ
に
加
え
て
、
前
に
行
っ
た
【
記
録
】
そ
れ
ゆ
え
、
写
真
、
当
時
の
風
刺
漫
画
、
大
隈
と
関
係
の
深
か
っ
た
人
あ
っ
た
。
（四）
る
と
こ
ろ
と
痛
感
し
て
い
る
。
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
。
夫
教
授
、
木
村
時
夫
教
授
、
中
村
尚
美
教
授
、
間
宮
國
夫
教
授
、
大
学
史
し
て
も
ら
っ
た
大
日
方
純
夫
氏
、
勝
田
政
治
氏
、
吉
井
蒼
生
夫
氏
を
ま
じ
え
て
の
検
討
会
が
繰
り
返
し
お
こ
な
わ
れ
た
。
部
・
章
ご
と
に
担
当
を
決
め
、
資
料
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。
粗
案
の
段
階
で
は
、
凡
そ
六
0
0点、
数
は
あ
っ
た
が
壁
面
を
飾
る
も
の
や
視
覚
に
訴
え
る
も
の
が
不
足
気
味
で
割
愛
さ
せ
て
戴
く
が
、
佐
賀
の
大
隈
記
念
館
館
長
西
久
保
光
次
郎
氏
を
は
何
度
か
行
詰
っ
た
時
、
卒
業
生
だ
と
い
う
こ
と
で
一
面
識
も
な
い
関
係
者
に
電
話
で
お
願
い
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
快
諾
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
ら
と
思
う
と
今
で
も
冷
汗
が
出
る
。
諸
先
輩
の
存
在
を
こ
れ
程
心
強
く
ま
た
有
難
く
思
っ
た
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
も
大
隈
さ
ん
の
余
慶
の
し
か
ら
し
む
生
誕
一
五
0
年
記
念
大
隈
重
信
展
|
|
＇
近
代
日
本
の
設
計
者
昭
和
六
一
―
一
年
一
0
月
ニ
―
日
（
金
）
ー
ニ
六
日
（
水
）
午
前
一
〇
総
入
場
者
数
五
、
七
九
五
名
編
集
所
の
関
田
か
お
る
事
務
長
と
佐
藤
能
丸
氏
、
そ
し
て
外
部
か
ら
参
加
き
た
い
。
務
（
資
料
の
選
定
、
解
説
等
の
執
筆
）
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
安
在
邦
じ
め
校
友
の
方
々
に
便
宜
を
は
か
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
を
特
に
記
し
て
お
展
示
小
委
員
の
メ
ソ
バ
ー
で
、
特
に
わ
れ
わ
れ
の
実
施
委
員
会
で
の
実
く
の
関
係
者
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
全
て
を
掲
げ
る
い
と
ま
が
な
い
の
で
は
な
る
が
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
も
の
と
は
な
ら
な
い
し
、
大
隈
を
直
接
紹
介
す
る
こ
と
で
な
く
他
人
の
書
簡
な
ど
を
つ
う
じ
て
間
接
的
に
大
隈
を
表
現
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
た
担
当
者
一
同
は
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。
資
料
調
査
、
蒐
集
、
会
場
設
営
、
展
示
、
図
録
編
纂
な
ど
の
過
程
で
多
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長
、
吉
田
修
一
福
島
市
長
、
高
梨
公
之
日
本
大
学
総
長
、
松
山
義
則
同
主
な
来
観
者
田
急
百
貨
店
社
長
、
大
隈
信
幸
氏
（
校
賓
）
、
西
原
春
夫
総
長
、
鎮
目
慶
雄
小
小
渕
恵
一
二
内
閣
官
房
長
官
、
西
村
正
俊
佐
賀
市
志
社
大
学
総
長
記
念
出
版
『
生
誕
一
五
0
年
記
念
図
録
大
隈
重
信
ー
近
代
日
本
の
設
計
者
』
A
4
判
変
型
、
二
0
ニ
ペ
ー
ジ
（
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
約
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
頒
価
三
、
0
0
0円
、
出
版
部
数
一
O
、
O
O
O部
発
行
早
稲
田
大
学
出
版
部
展
示
小
委
員
会
委
員
長
奥
島
孝
康
（
図
書
館
長
・
法
学
部
教
授
）
委
員
安
在
邦
夫
（
文
学
部
教
授
）
木
村
時
夫
（
社
会
科
学
部
教
授
）
佐
藤
能
丸
（
大
学
史
編
集
所
嘱
託
）
中
村
尚
美
（
社
会
科
学
研
究
所
教
授
）
野
口
洋
二
（
図
書
館
副
館
長
・
文
学
部
教
授
）
間
宮
國
夫
（
社
会
科
学
研
究
所
教
授
）
由
井
正
臣
（
文
学
部
教
授
）
今
井
半
（
図
書
館
事
務
長
）
馬
場
静
子
（
図
書
館
総
務
課
長
）
金
子
宏
二
（
図
書
館
閲
覧
二
課
長
）
関
田
か
お
る
（
大
学
史
編
集
所
事
務
長
）
展
示
実
施
委
員
会
大
日
方
純
夫
（
都
立
商
科
短
期
大
学
助
教
授
）
勝
田
政
治
（
国
士
館
大
学
諧
師
）
吉
井
蒼
生
夫
（
神
奈
川
大
学
助
教
授
）
金
子
宏
二
（
図
書
館
閲
覧
二
課
長
）
松
下
真
也
（
図
書
館
整
理
一
課
長
）
井
口
牧
二
（
図
書
館
）
大
江
令
子
（
図
書
館
）
岡
田
広
之
（
図
書
館
）
鎌
倉
喜
久
恵
（
図
書
館
）
忠
平
美
幸
（
図
書
館
）
平
田
敦
子
（
図
書
館
）
丸
尾
正
美
（
図
書
館
）
渡
辺
孝
之
（
図
書
館
）
〈
付
記
〉
『
図
録
』
に
、
二
0
数
編
の
コ
ラ
ム
が
挿
入
さ
れ
て
、
大
隈
の
人
物
像
を
紹
介
す
る
に
役
立
っ
た
。
「
趣
味
」
「
字
を
書
か
な
か
っ
た
こ
と
」
「
大
隈
重
信
の
健
康
と
体
格
」
な
ど
の
コ
ラ
ム
で
あ
る
。
担
当
し
た
各
委
員
が
調
査
の
一
端
を
活
字
に
し
た
も
の
で
、
本
編
と
併
せ
て
好
評
で
あ
っ
た
。
調
査
の
段
階
で
得
た
も
の
を
材
料
に
し
て
、
「
コ
ラ
ム
で
綴
る
大
隈
重
信
」
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
い
う
話
が
お
こ
り
、
奥
島
館
長
を
代
表
者
と
し
て
編
集
が
開
始
さ
れ
、
『
エ
ピ
ソ
ー
ド
大
隈
重
信
―
二
五
話
』
と
し
て
、
平
成
元
年
七
月
に
早
稲
田
大
学
出
版
部
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
（
平
成
一
・
八
・
1
0
金
子
宏
二
）
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